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町
は
、
み
な
さ
ん
の
家
計
と

同
じ
よ
う
に
、
一
年
間
に
収
入

（
歳
入
、
財
源
）
が
ど
れ
く
ら

い
あ
る
の
か
、
何
に
い
く
ら
お

金
を
使
う
こ
と
（
歳
出
）
が
で

き
る
の
か
、
何
を
節
約
し
何
を

伸
ば
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
を
あ
ら
か
じ
め
計
画
し
予
定

を
立
て
ま
す
。
こ
の
計
算
結
果

を
当
初
予
算
と
言
い
ま
す
。

役
場
の
会
計
は
４
月
か
ら
翌

年
３
月
ま
で
の
１
年
間
な
の
で
、

３
月
ま
で
に
は
翌
年
度
の
予
算

を
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

当
初
予
算
は
１
年
の
年
間
予
算

で
す
が
、
災
害
の
よ
う
に
予
測

が
難
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
最
初
か
ら
予
定
し
て

い
な
い
事
柄
に
対
応
す
る
必
要

が
で
た
時
に
当
初
予
算
を
修
正

し
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
補
正
予

算
と
言
い
、
増
額
す
る
場
合
と

減
額
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

予
算
は
、
は
じ
め
に
各
課
で

必
要
な
事
業
を
計
画
し
ま
す
。

こ
れ
に
は
各
地
区
か
ら
出
さ
れ

て
い
る
要
望
や
町
と
し
て
行
う

べ
き
事
業
な
ど
が
反
映
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
各
課
か
ら
予
算

要
求
を
統
括
す
る
総
務
課
に
提

出
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
予
算

要
求
と
言
い
ま
す
。

収
入
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
収
入
以
上
の
事
業
を
行
う

に
は
起
債
な
ど
の
借
金
を
増
や

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
総
務
課
は
、
支
出
が
収
入
を

上
回
ら
な
い
よ
う
に
な
る
ま

で
、
各
課
に
聞
き
取
り
調
査
な

ど
を
行
い
、
町
長
か
ら
事
業
の

優
先
度
や
重
要
度
の
指
示
を
受

け
予
算
を
配
分
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
作
業
を
繰
り
返

し
、
新
年
度
の
予
算
が
で
き
あ

が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
町
議
会

に
提
示
し
可
決
さ
れ
、
は
じ
め

て
当
初
予
算
が
成
立
し
ま
す
。

３
月
定
例
議
会
が
３
月
８
日

か
ら
23
日
ま
で
行
わ
れ
、
本
年

度
の
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、

52
億
７
０
０
０
万
円
で
、
昨
年

と
比
べ
２
億
１
５
０
０
万
円
の

減
、
率
に
す
る
と
３
・
６
％
の

減
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
７
つ
の
特
別
会
計
の
総

額
は
39
億
９
０
０
０
万
円
あ
ま

り
で
、
昨
年
と
く
ら
べ
２
億
円

あ
ま
り
の
減
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
病
院
会
計
は
昨
年
と
ほ

ぼ
同
額
の
８
億
円
あ
ま
り
で
事

業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

【
歳
入
・
自
主
財
源
は
１０
億
円
】

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
自

主
財
源
の
う
ち
町
税
が
お
よ
そ

５
億
４
０
０
０
万
円
で
す
。
ま

た
、
国
か
ら
各
自
治
体
の
基
本

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た

め
支
払
わ
れ
る
地
方
交
付
税
が

34
億
８
千
万
円
（
昨
年
と
比
べ

２
０
０
０
万
円
の
減
額
）
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
町
の
借
金
を
意
味
す

る
町
債
は
４
億
７
０
０
０
万
円

あ
ま
り
（
昨
年
と
比
べ
３
０
０

０
万
円
の
減
）に
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
・
借
金
返
済
に
１３
億
円
】

一
般
会
計
の
歳
出
で
一
番
大

き
な
支
出
は
町
の
借
金
の
返
済

金
に
あ
た
る
公
債
費
で
す
。
公

債
費
は
13
億
５
８
０
０
万
円
あ

ま
り
で
、
昨
年
と
く
ら
べ
４
５

０
０
万
円
あ
ま
り
を
多
く
返
済

一
年
間
の
予
算

平
成
１９
年
度
の
予
算
の
概
要

予
算
が
で
き
る
ま
で

歳出の総額52億7,000万円 平
成
１９
年
度
予
算
の
内
容

昨
年
比
２
億
１
５
０
０
万
円
の
減



◯広報にしわが…No18 平成19年4月25日号3

し
ま
す
。
次
に
人
件
費
で
昨
年

と
比
べ
お
よ
そ
３
０
０
０
万
円

減
の
12
億
３
４
０
０
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

昨
年
末
に
西
和
賀
町
行
政
改

革
審
議
会
（
為
田
直
助
会
長
・

新
町
）
か
ら
提
出
さ
れ
た
最
終

答
申
で
は
、
特
に
も
行
財
政
の

健
全
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
実
質
公
債
費
比
率
は
18
％

以
下
、
経
常
収
支
比
率
は
90
％

以
下
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
受
け
町
で
は
、
職

員
の
削
減
や
経
費
を
節
減
し
、

借
金
を
早
く
返
し
健
全
な
行
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

厳
し
い
財
政
運
営
の
中
で

【歳出性質別予算】
経費を経済的な性質により分類することで、町
の財政運営を示しています。

一般会計と特別会計とは
一般会計とは、特別会計に属さない歳

入と歳出の全体を示し、自治体にとって
はもっとも規模が大きい会計で重要な会
計です。
これに対して、特別会計とは、簡易水

道、温泉事業、国民健康保険などのよう
に、料金や保険料などの特定の収入を財
源として、特定の目的の事業を行うため
の会計を指します。

歳入と歳出とは
歳入とは入ってくるお金で収入のこ

と。歳出とは、出ていくお金で支出のこ
と。

地方交付税とは
規模の大小にかかわらずどの市町村で

も同じような行政事務を行うことができ
るように、国税（所得税、法人税、酒税、
たばこ税など）のそれぞれの一定割合を、
一定の基準により国が市町村に交付する
もの。

自主財源と依存財源とは
自主財源とは、町民税や法人税などの

町税のほか、手数料などを指し、一方の
依存財源とは地方交付税や町債、国庫支
出金、県支出金などが含まれます。

町債とは
町が道路整備や建物建築などに充てる

ため借り入れるお金のこと。

公債費とは
町がこれまでに借り入れた借金を返済

するお金。

普通建設事業費とは
道路や公共施設の建設、改修などを行

う費用のことを言います。このうち国や
県の補助を受けて実施する事業を補助建
設事業といい、単独事業は補助の入らな
い事業を指します。

人件費とは
特別職（町長や議員）、一般職員のほ

か各種委員などに支払われる費用。
また、特別会計に携わる職員について

はその会計から人件費が支払われるもの
があります。

物件費とは
公共施設の燃料、光熱水費や委託料な

どの費用。

補助費とは
各種団体に対する補助、負担金などに

要する経費。

扶助費とは
医療費や児童手当で給付などに充てら

れる費用。

理解を深めるために
？？

？？

？？

？？

？？

？？

？？

？？

？？

？？

？？

【歳出目的別予算】
行政目的別に経費を分類することで、各課ごと
の大まかな予算の内容を示しています。

一般会計予算歳入19年度
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まちづくりや地域づくりに（企画課）
◆地方交通路線対策事業 1,415万円
湯川線代替バス運行や地域路線バス運行へ補助する
とともに、バス利用促進にも取り組みます
◆西和賀エコミュージアム事業 227万円
西和賀の自然や景観の保全、文化や技術の伝承活動
を通し地域資源を生かした地域づくりを進めます
◆ふるさと回帰支援事業　　　　　　　 153万円
団塊の世代などの町内移住を促進するため情報発信、

体験移住などを行います
◆地域づくり活動推進支援事業 723万円
住民と行政による協働のまちづくりを進めるために、

地域活動を人的・資金的に支援をします
◆湖畔ステージ活用事業　　　　　　　　 80万円　
銀河ホールの下方にできた湖畔ステージのこけら落
としを行います
◆SL運行事業　　　　　　　　　　　　 94万円
北上線でSL運行されるのを記念しイベントを行います

行革に（行革推進室）
◆行政評価推進費　　　　　　　　　　　 70万円
第三セクターの経営評価を外部機関に依頼し適正な
評価を行います

環境やゴミ対策に（生活環境課）
◆ごみ収集と運搬業務委託料　　　　 2,455万円
町内のごみ収集と運搬に必要な費用です
◆可燃ごみ処理業務委託料 2,359万円
可燃ごみの処理を北上市に依頼する費用です

選挙に（選挙管理委員会）
◆県知事・県議会議員選挙 885万円（うち810万円は県から）
4月8日に行った県知事・県議会議員選挙費用
◆西和賀町議会議員選挙　　　　　　 1,279万円
4月22に行った町議会議員選挙費用
◆参議院議員選挙　1,170万円（うち980万円は国から）
ことし7月22日に第21回参議院議員通常選挙が行わ
れ、参議院議員の半数の121議席（比例選48議席、選
挙区73議席）が改選される予定です

町道整備と上下水道整備に（建設課）
◆町道下前小繋沢線道路改良事業　 7,200万円
柳沢地内の道路改良と防雪柵を設置します
◆道路凍上災害復旧事業　　　　　　 2億8,780万円
町道23路線の総延長およそ15kmを復旧します
◆湯田簡易水道施設整備事業　 7,582万円
耳取地区、左草地区で古くなった水道管を交換します
◆沢内簡易水道施設整備事業　　　　2億1,2163万円
新町配水系で新しく管を布設するほか、水道施設監
視設備を設置します
◆下水道施設整備事業　　　　　　　 1億1,450万円
下の沢地区、湯川地区に下水道管を布設します

保健関係に（保健福祉課）
◆町単独老人医療費給付事業　　　　　　 5,099万円
本町に住む満65歳以上の方に、医療費の自己負担金
の一部を助成します
◆敬老記念事業　　　　　　　　　　　　　 426万円
本年度75歳に到達する方を対象に、各行政区が行う
敬老会に対し助成を行います
◆生活支援ハウス運営事業　　　　　　　 1,000万円
自宅で生活することに不安のある一人暮らしの高齢　
者などに対し、かたくりの園と悠々館の居室を提供し
ます
◆老人医療費給付制度検討事業　　　　　　　23万円
給付や財政負担の状況、地域医療の状況を考慮し、
内容を再検討するための検討委員会を組織します
◆放課後児童健全育成事業　　　　　　　　 608万円
保護者が仕事などで日中家庭にいない小学校の児童
に、授業終了後に適切な遊びと生活の場を与え、児童
の健全な育成を図ります

◆保育施設を考える委員会事業　　　　　　　30万円
保育施設の運営形態や統廃合、事業内容について検
討する委員会を組織します
◆医師養成事業　　　　　　　　　　　　　 300万円
医師免許取得後、沢内病院で医療に従事する方に修
学資金を貸与します。定められた義務を履行すれば貸
付金の返済を免除します
◆検診事業　　　　　　　　　　　　　　 3,892万円
総合成人病検診や巡回集団検診などの検診事業を行
います
住民生活に（生活環境課ほか）
◆公民館下水道整備事業 1,246万円
川舟公民館、高下公民館、蛭子森公民館、丸志田公
民館の下水道を整備します
◆小型動力ポンプ付積載車購入事業　　　　 716万円
貝沢地区に小型ポンプ消防車を配備します
◆消防屯所整備事業　　　　　　　　　　 1,874万円
長瀬野地区と貝沢地区の消防屯所を整備します
◆地域防災計画策定事業　　　　　　　　　 350万円
町内の防災計画を策定します

◆消費者救済資金貸付事業 400万円
多重債務者問題解決のために消費者貸付制度を継続　
します
農林業の振興に（農林課）
◆農業振興センター活動推進事業　　　　 1,356万円
◆総合花卉産地づくり推進事業　　　　　　 871万円
花卉の生産拡大のため苗・球根の購入費に対し助成
します
◆基盤整備事業
中山間地域総合整備事業(弁天地区)       2,835万円
農業生産基盤整備事業(左草地区)          4,546万円
◆中山間地域等直接支払交付金 8,838万円
農業生産不利地域の中山間地域において一定の条件
を満たす農地に助成します
◆森林バイオマス利用事業　　　　　　　　194万円
自然環境に配慮しつつスギ間伐材の促進と有効利用
のため助成します
◆森林総合整備事業　　　　　　　　　　1,488万円
町有林などの除間伐を行い森林の機能が発揮される
よう適正管理します
商工関係に（観光商工課）
◆中小企業融資事業　　　　　　　　　　 1,500万円
中小企業者への資金融資と保証料の補給、一部に利
子補給します
◆ふるさと就職支援事業　　　　　　　　　 362万円
町内事業所に就職した若者とその事業主に、それぞ
れ助成金を交付します
◆イベントの開催に（錦秋湖マラソン220万円、雪合　
戦大会350万円、夏まつり370万円など）1,115万円

◆健康づくり大学実践事業　　　　　　　　 145万円
宿泊客に温泉を活用した健康づくりを実施します

教育に(学務課）
◆西和賀高校教育振興事業 605万円
西和賀高校の教育振興会と町外の生徒への通学費を
助成します
◆中学生海外研修事業 194万円
湯田中と沢内中の生徒を海外に派遣し世界に通用す
る人材を育成します
◆町立小学校適正配置検討委員会設置事業　　87万円
町内小学校の適正配置のために昨年に引き続き検討
委員会を設置し検討します
芸術文化に（生涯学習課）
◆高齢者演劇サミット事業　　　　　　　　 137万円
◆町村史編さん事業　　　　　　　　　　　 288万円
旧両町村の町村史の発行時点以後から合併までの期
間を編集発行します

今年度の主な事業
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こ
の
大
会
は
、（
財
）
岩
手

県
ス
キ
ー
連
盟
な
ど
が
中
心
に

な
り
行
っ
た
も
の
で
、
小
学
生

を
対
象
と
し
た
初
め
て
の
全
国

規
模
の
大
会
で
す
。
全
国
か
ら

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
４
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
お
よ
そ
３
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
岩
手
県
選
手
団

は
、
２
月
25
日
八
幡
平
市
八
幡

平
リ
ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場
で
行
わ

れ
た
予
選
会
で
各
学
年
男
女
上

位
10
人
ず
つ
が
選
考
さ
れ
本
大

会
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
本
町
か

ら
は
10
人
の
精
鋭
が
出
場
し
ま

し
た
。

羽
柴
麗
君
は
29
日
に
行
わ
れ

た
５
年
男
子
の
部
に
出
場
。
当

日
は
、
猛
吹
雪
と
霧
に
よ
り
視

界
が
悪
く
、
旗
門
が
３
〜
４
つ

先
ま
で
し
か
見
え
な
い
た
め
、

尻
込
み
を
し
た
り
ゴ
ー
ル
ま
で

の
回
転
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り

に
く
い
悪
天
候
下
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

麗
君
は
「
全
国
大
会
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
か
な
り
緊
張
し

ま
し
た
が
、
第
１
回
目
の
全
国

大
会
な
の
で
ど
う
し
て
も
優
勝

し
た
か
っ
た
」
と
い
う
意
気
込

み
と
練
習
の
成
果
を
信
じ
て
ス

タ
ー
ト
。
果
敢
に
旗
門
に
飛
び

込
み
積
極
的
に
ス
キ
ー
を
滑
ら

せ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
２
位

に
０
秒
85
の
差
を
つ
け
て
57
秒

60
で
優
勝
し
初
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
輝
き
ま
し
た
。

麗
君
は
「
雪
が
少
な
く
て
練

習
も
去
年
の
半
分
も
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
、
雪
が
け
っ

こ
う
硬
く
、
ワ
ッ
ク
ス
も
バ
ッ

チ
リ
で
し
た
。
自
信
は
あ
っ
た

の
で
３
位
以
内
に
は
入
れ
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
優
勝
で
き

て
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
」
と

話
し
「
ス
タ
ー
ト
の
仕
方
を
も

っ
と
う
ま
く
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
し
、
そ
し
て
来
年
も
優

勝
し
ま
す
」
と
力
強
く
話
し
て

い
ま
し
た
。

４
年
女
子
の
部
で
４
位
に
入

賞
し
た
竹
澤
ゆ
き
み
さ
ん
。
ゴ

ー
ル
直
後
に
安
心
し
た
せ
い
か

防
護
ネ
ッ
ト
に
ぶ
つ
か
り
倒
れ

た
も
の
の
、
幸
い
に
大
事
に
は

い
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
３
位
以
内
に
入
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
し
た
が
４
位
で
し

た
。
来
年
は
３
位
以
内
に
入
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
抱

負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
会
に
同
行
し
た
西
和
賀
町

ス
キ
ー
協
会
の
米
澤
隆
光
さ
ん

（
太
田
）
は
「
今
回
の
大
会
は
、

自
分
が
見
た
中
で
も
競
技
者
の

レ
ベ
ル
が
高
い
大
会
だ
っ
た
。

こ
の
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
で
麗

君
や
ゆ
き
み
さ
ん
が
頑
張
っ
て

く
れ
た
こ
と
は
本
当
に
う
れ
し

い
し
快
挙
だ
。
麗
君
や
ゆ
き
み

さ
ん
を
目
指
し
、
も
っ
と
地
元

選
手
に
も
活
躍
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
町
の
ア
ル
ペ
ン
競
技
を

充
実
さ
せ
底
辺
層
の
拡
大
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
│
学
年
は
大
会
時
】

▽
４
年
男
子
○
高
橋
佑
哉
（
一

本
杉
ス
ポ
少
・
猿
橋
）
▽
同
女

子
④
竹
澤
ゆ
き
み
（
湯
田
ジ
ュ

ニ
ア
）
○
高
橋
優
衣
（
湯
田
ジ

ュ
ニ
ア
・
湯
之
沢
）
▽
５
年
男

子
①
羽
柴
麗（
湯
田
ジ
ュ
ニ
ア
）

○
刈
田
圭
佑
（
志
賀
来
ス
ポ

少
・
鍵
飯
）
▽
同
女
子
○
刈
田

ル
ル
（
志
賀
来
ス
ポ
少
・
東
大

野
）
▽
６
年
男
子
⑪
刈
田
雄
平

（
湯
田
ジ
ュ
ニ
ア
・
槻
沢
）
○

高
橋
一
輝
（
志
賀
来
ス
ポ
少
・

長
瀬
野
）
▽
同
女
子
⑫
佐
藤
麻

美
（
志
賀
来
ス
ポ
少
・
新
町
）

○
高
橋
葉
月
（
一
本
杉
ス
ポ

少
・
猿
橋
）

小
学
生
の
全
国
大
会
は
初

初
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
羽
柴
君

３
位
以
内
を
誓
う
竹
澤
さ
ん

こ
の
頑
張
り
を
糧
に

3月27日から29日まで八幡平市安比高原スキー場
で行われた第1回全国小学生アルペンスキー大会で5
年男子の部で羽柴麗君（湯本小・現在6年・樺沢）が
初のチャンピオンに、4年女子の部で竹澤ゆきみさん
（湯本小・現在5年・槻沢）が4位に入賞しました。

快挙 全国大会で優勝快挙 全国大会で優勝快挙 全国大会で優勝快挙 全国大会で優勝快挙 全国大会で優勝快挙 全国大会で優勝快挙 全国大会で優勝快挙 全国大会で優勝快挙 全国大会で優勝快挙 全国大会で優勝快挙 全国大会で優勝快挙 全国大会で優勝快挙 全国大会で優勝快挙 全国大会で優勝快挙 全国大会で優勝快挙 全国大会で優勝快挙 全国大会で優勝
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4月6日町長に報告する2人

27

21

34

43

32 42

写真提供：羽柴徹弥さん（樺沢）
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町
内
小
学
校
の
入
学
生
は
44

人
で
す
。
入
学
生
の
多
い
の
は

湯
本
小
の
12
人
で
、
少
な
い
の

は
貝
沢
小
と
越
中
小
の
２
人
ず

つ
で
し
た
。

越
中
畑
小
で
は
２
人
が
入
学

し
ま
し
た
。
こ
と
し
の
４
月
に

釜
石
市
立
尾
崎
小
か
ら
同
校
に

着
任
し
た
竹
原
晴
美
校
長
は

「
新
入
生
の
み
な
さ
ん
に
は
先

生
か
ら
、
あ
い
さ
つ
の
種
、
な

か
よ
し
の
種
、
が
ん
ば
る
種
の

３
つ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

で
も
、
よ
し
が
ん
ば
る
ぞ
、
よ

し
負
け
な
い
ぞ
と
い
う
気
持
ち

が
な
い
と
、
き
ら
き
ら
と
光
る

大
き
な
花
は
咲
き
ま
せ
ん
。
３

つ
の
種
を
２
人
の
心
に
ま
い
た

の
で
、
小
学
校
生
活
で
大
き
く

育
て
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し

ま
し
た
。

新
入
生
に
は
、
教
育
委
員
会

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
記
念
品
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
在
校

生
が
中
心
に
な
り
一
年
生
を
迎

え
る
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児

童
会
長
の
菊
池
陽
介
君
（
６

年
・
越
中
畑
）
か
ら
「
小
学
校

で
は
保
育
園
と
違
い
勉
強
が
あ

り
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
ら
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
在
校
生
ら
は

学
校
生
活
の
こ
と
を
シ
ョ
ー
ト

コ
ン
ト
に
し
て
お
も
し
ろ
お
か

し
く
紹
介
し
ま
し
た
。

湯
田
中
に
は
18
人
、
沢
内
中

に
は
43
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

沢
内
中
学
校
の
入
学
式
は
棟

続
き
の
体
育
館
で
は
な
く
、
同

校
の
正
面
玄
関
に
あ
る
第
２
屋

内
運
動
場
で
行
う
の
が
習
わ
し

で
す
。
式
に
は
、
新
入
生
の
ほ

か
父
母
や
在
校
生
な
ど
が
出
席

し
新
入
生
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
町
長

は
「
中
学
校
で
は
い
ろ
ん
な
こ

と
に
疑
問
を
抱
き
、
片
っ
端
か

ら
質
問
を
し
て
ほ
し
い
。
物
事

を
知
る
と
い
う
こ
と
は
素
晴
ら

し
い
こ
と
。
苦
し
い
こ
と
も
楽

し
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
勉
強
で
は
苦
し
い
こ

と
を
乗
り
越
え
、
本
当
に
良
か

っ
た
と
思
う
気
持
ち
が
必
要

だ
。
問
題
や
課
題
に
は
、
み
ん

な
の
力
を
出
し
合
っ
て
ほ
し

い
」
と
新
入
生
に
エ
ー
ル
を
送

４
月
４
日
は
沢
内
中
学
校
で
、
４
月
５
日
は
湯
田
中
学
校
で
、

６
日
は
町
内
の
７
つ
の
小
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
９
日
は
西
和
賀
高
校
で
行
わ
れ
、
新
入
生
ら
は
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
入
学
し
ま
し
た
。

小
学
校
に
は
４４
人

中
学
校
に
は
６１
人

真剣な表情の新入生（沢内中）

上級生のコントで和む新入生（越中畑小）

（4月6日企画課調べ）

（4月6日企画課調べ）

り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
入
生
を
代
表
し
斉

藤
未
散
君
（
川
舟
）
が
「
先
生

や
先
輩
の
教
え
を
良
く
聞
い
て

新
し
い
仲
間
た
ち
と
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
今

こ
の
場
所
に
い
る
緊
張
感
を
忘

れ
ず
、
沢
内
中
学
校
の
伝
統
と

名
誉
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
何

事
に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

み
ち
る
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４
月
８
日
に
岩
手

県
知
事
選
挙
と
岩
手

県
議
会
議
員
選
挙
、

４
月
22
日
に
西
和
賀

町
議
会
議
員
選
挙
が

町
内
17
投
票
所
で
行

わ
れ
、
午
後
８
時
か

ら
川
尻
体
育
館
で
即

日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

【
町
議
会
議
員
選
挙
結
果
　
表
１
】

定
数
16
人
に
対
し
、
現
職
17
人
と
新
人

４
人
の
21
人
が
立
候
補
し
ま
し
た
。
現
職

の
柳
沢
安
雄
さ
ん
が
４
７
７
票
を
獲
得
し

ト
ッ
プ
当
選
を
は
た
し
ま
し
た
。

【
知
事
選
結
果
　
表
２
】

岩
手
県
知
事
に
は
、
新
人
の
達
増
拓
也

さ
ん
が
45
万
票
あ
ま
り
を
獲
得
し
初
当
選

し
ま
し
た
。
達
増
さ
ん
の
当
選
で
全
国
最

年
少
の
知
事
が
誕
生
し
ま
し
た
。

【
県
議
会
議
員
選
挙
結
果
　
表
３
】

定
数
４
人
の
北
上
選
挙
区
に
は
５
人
が

立
候
補
し
、
泉
沢
出
身
で
北
上
市
在
住
の

新
人
・
久
保
孝
喜
さ
ん
が
１
万
２
０
０
０

票
あ
ま
り
で
ト
ッ
プ
当
選
を
は
た
し
ま
し

た
。
町
内
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
町

の
有
効
投
票
数
の
実
に
お
よ
そ
６
割
に
あ

た
る
３
０
８
５
票
を
獲
得
し
ま
し
た
。

【
町
議
選
は
９２
％
　
表
４
】

そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
の
投
票
率
は
80
％
を

超
え
ま
し
た
。

統一地方選挙結果

新町議
16人決まる
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３
月
定
例
議
会
で
、
西
和
賀
町
情
報

公
開
条
例
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
内
容

は
町
の
行
政
文
書
は
手
続
き
を
す
る
こ

と
で
公
開
（
個
人
情
報
な
ど
公
開
で
き

な
い
情
報
を
除
く
）
す
る
、
と
い
う
も

の
で
す
。
公
開
請
求
は
７
月
１
日
か
ら

可
能
で
す
。

景
観
の
町
と
し
て
も
知
ら
れ
る
山
形
県

金
山
町
で
は
、
国
よ
り
も
早
く
全
国
の
自

治
体
に
先
駆
け
て
昭
和
57
年
に
情
報
公
開

制
度
と
な
る
「
公
文
書
公
開
条
例
」
を
制

定
し
施
行
し
ま
し
た
。
そ
の
後
に
都
道
府

県
で
は
神
奈
川
県
が
い
ち
早
く
同
年
に
制

定
し
、
以
降
は
急
速
に
各
自
治
体
で
制
定

す
る
動
き
が
顕
著
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
地
方
自
治
体
の
情
報
公
開

が
進
む
中
、
国
も
平
成
11
年
に
「
行
政
機

関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法

律
」、
平
成
13
年
に
「
行
政
機
関
情
報
公

開
法
」
を
制
定
し
本
格
的
な
情
報
公
開
を

促
進
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
に
は
日
本
国
憲
法
で
各
種
の
権
利

が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
憲
法
第

13
条
で
「
す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
。
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追

求
に
対
す
る
国
民
の
権
利
に
つ
い
て
は
、

公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
立
法
そ

の
他
の
国
政
の
上
で
、
最
大
の
尊
重
を
必

要
と
す
る
」
と
明
記
さ
れ
、
同
第
21
条
で

は
「
集
会
、
結
社
及
び
言
論
、
出
版
そ
の

他
一
切
の
表
現
の
自
由
は
、
こ
れ
を
保
障

す
る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
表
現
の
自
由
を
よ
り
ど
こ
ろ
に

「
知
る
権
利
」
が
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。

知
る
権
利
に
は
、
情
報
を
自
由
に
得
る
権

利
と
情
報
の
提
供
を
求
め
る
権
利
の
２
つ

が
含
ま
れ
ま
す
。

こ
の
知
る
権
利
は
、
市
民
運
動
な
ど
の

高
ま
り
と
と
も
に
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。

町
で
は
、
西
和
賀
町
情
報
公
開
条
例
の

第
１
条
で「
行
政
文
書
の
開
示
等
を
求
め
る

町
民
の
知
る
権
利
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
情
報
公
開
の
総
合
的
な
推
進
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

町
の
諸
活
動
を
町
民
に
説
明
す
る
責
務
を

全
う
し
、
町
民
の
町
政
に
対
す
る
理
解
と

信
頼
を
深
め
…
町
政
の
推
進
に
寄
与
す
る

…
」と
し
、町
民
の
み
な
さ
ん
の
知
る
権
利

と
町
の
説
明
責
任
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

情
報
公
開
は
町
が
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
文

書
を
公
開
す
る
こ
と
で
、
み
な
さ
ん
と
情

報
を
共
有
し
、
み
な
さ
ん
の
知
る
権
利
を

保
障
す
る
も
の
で
す
。

情
報
公
開
は
地
方
自
治
体
か
ら

表
現
の
自
由
と
知
る
権
利

知
る
権
利
と
町
の
説
明
責
任

情報公開を行う部署は
町長、教育委員会、選挙管理委員会、
監査委員、農業委員会、固定資産評価
審査員会、議会の各部署です
誰が情報公開を請求できますか
誰でもできます。町の条例には「何
人も…請求できる」と記されています。
どんな行政文書でも公開しますか
公開できる行政文書は、原則として
平成19年4月1日以降にQ1の職員が職
務上作成した文書、図面や電子的に記
録されたデータなどで、町で保有する
ものに限ります。また、4月1日以前に
作成された行政文書のうち保存が永久
とされている文書です。
しかし、公開できない文書もありま
す。例えば、戸籍情報など個人に関す
る情報があります。税金の情報もそう
です。また、法令で公開できないとさ
れている文書もあります。公にするこ
とで公共の安全と秩序を乱すおそれが
ある情報などのほか、部分的にしか公
開できない行政文書があります。
どのように請求するのですか
開示請求書に名前、住所、知りたい
情報など必要事項を記入して請求しま
す。郵送でも可能です。メールや口頭
などでは請求できません。
請求から公開までの期間は
開示請求があってから15日以内に公
開できるかどうか決定し、お知らせし　
ます。ただし、請求された情報が大量だ
った場合など事務処理に時間が必要な
場合は15日にプラスして30日以内ま
で回答が延長される場合があります。
公開のための手数料は
開示請求そのものは無料ですが行政
文書のコピー代や電子記録（フロッピ
ーディスクなどに収める場合）は実費
分が必要です。また、郵送の場合はそ
の実費分が必要です。
不開示に納得できない場合は
町長が認めた5人以内の有識者で組
織する西和賀町情報公開審査会に不服
申し立てをすることができます。

問合先／総務課　　82-3281

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

Q7

情報公開Q&A

A

A

A

A

A

A

A

７
月
か
ら
請
求
可
能
に

西
和
賀
町
情
報
公
開
条
例
を
制
定

知る権利
明確化
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４
月
10
日
湯
田
庁
舎
で
錦
秋

湖
マ
ラ
ソ
ン
の
事
務
所
開
き
が

行
わ
れ
大
会
本
部
が
湯
田
庁
舎

３
階
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

開
所
に
あ
た
り
大
会
会
長
の

町
長
は
「
大
会
に
は
た
く
さ
ん

の
要
望
が
出
さ
れ
る
。
参
加
者

全
員
に
１
０
０
％
の
満
足
を
与

え
る
の
は
と
て
も
無
理
か
も
し

れ
な
い
が
、
１
０
０
％
に
近
い

充
実
感
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
と

い
う
心
意
気
と
精
神
が
大
事

だ
。
西
和
賀
町
の
誇
り
と
精
神

を
内
外
に
示
す
と
い
う
気
持
ち

で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
大

会
に
向
け
て
意
気
込
み
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、
全
国
各
地
か

ら
１
９
９
２
人
の
応
募
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
町
内
か
ら
も

36
人
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
こ
の
大
会
を
支
え
る

役
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
お
よ

そ
５
０
０
人
で
す
。
各
団
体
や

各
地
区
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
協

力
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
は
湯
田
庁
舎
前
の

国
道
１
０
７
号
で
30
km
と
ハ
ー

フ
が
10
時
ス
タ
ー
ト
、
５
分
遅

れ
で
10
km
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
沿
道
で
の
応
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
マ
ラ
ソ
ン
を
行
う
こ

と
で
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
施
の
前
日

に
行
わ
れ
て
い
る
湖
水
ま
つ
り
。

名
物
と
も
な
っ
た
湖
上
遊
覧
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。
20
時
か
ら
は
、
恒

例
の
花
火
打
ち
上
げ
が
あ
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
ご
家
族
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

湖
水
ま
つ
り
は
、
湖
水
ま
つ

り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
西
和

賀
商
工
会
内
）
●
82
│
２
２
７

０
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

恒
例
の
花
火
打
ち
上
げ

大会会長が看板を掲示

５
月
２７
日
は
錦
秋
湖
マ
ラ
ソ
ン

１
９
９
２
人
が
ス
タ
ー
ト

この大会の運営のため、次のとおり交通規制を行
いますので、大会中はできるだけ迂回路をご利用く
ださい。
◆国道107号(規制区間①)
川正商店前丁字路交差点から川尻石油前丁字路交

差点まで
・全面通行止

9時50分から10時10分まで(この時間帯は車両
が全く通行できません)
・片側通行止

10時10分から13時まで(この時間帯は相互に通
行できます)
◆主要地方道盛岡横手線(規制区間②)
川尻橋丁字路交差点から湯本大橋丁字路交差点まで
・片側一方通行

10時10分から12時30分まで(湯本方面から川尻
方面への一方通行になるので、川尻から湯本方面
への通行はできません。湯本方面に向かう際には
107号線を経由して小繋沢アクセス道を通行して
ください)
◆町道湯本湯田線(規制区間③)
湯本大橋丁字路から湯田機械前丁字路までの区間

・全面通行止
10時10分から12時30分まで

◆主要地方道盛岡横手線(規制区間④)
湯田機械前丁字路から沢内太田(弁天島入口)まで
の区間は原則として、東側幹線を通行してください。
・通行制限

10時10分から13時まで

問合先／錦秋湖マラソン大会事務局(観光商工課内)
82-3290まで

交通規制の区間と時間
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住
民
の
立
場
に
な
っ
て

行
政
評
価
研
究
会
で
報
告
書

役
場
職
員
の
中
か
ら
公
募
に
よ
り
組

織
さ
れ
た
行
政
評
価
研
究
会
（
委
員
９

人
・
為
田
美
代
子
リ
ー
ダ
ー
・
保
健
福

祉
課
）
で
は
、
３
月
30
日
町
長
に
対
し

報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
研
究
会
で

は
、
昨
年
１
月
か
ら
10
回
の
会
議
と
３

回
の
研
修
を
行
い
報
告
書
と
し
て
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

リ
ー
ダ
ー
の
為
田
さ
ん
は
「
町
民
の

視
点
に
立
ち
、
町
が
行
う
事
業
な
ど
を

点
検
・
評
価
し
そ
の
結
果
を
次
の
企
画

立
案
に
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、

町
長
は
「
行
政
改
革
に
は
強
力
な
意
識

改
革
が
必
要
だ
。
こ
れ
ら
に
取
り
組
ん

だ
み
な
さ
ん
の
意
識
を
大
事
に
し
、
新

年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
、

職
員
の
中
か
ら
意
識
が
変
わ
り
始
め
て

い
る
こ
と
を
評
価
し
て
い
ま
し
た
。

北
上
信
用
金
庫
（
小
林
輝
夫
理
事
長
）

と
北
上
信
用
金
庫
従
業
員
組
合
（
高
橋

祐
樹
執
行
委
員
長
・
湯
之
沢
）
で
は
、

こ
の
度
西
和
賀
町
や
北
上
市
な
ど
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
そ
れ
ぞ
れ
１
台
ず
つ
寄
贈
し
ま

し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
（A

utom
ated

E
xternal

D
efibrillator

の
略
）
と
は
自
動
体
外
式

除
細
動
器
な
ど
と
略
さ
れ
ま
す
。
心
臓

が
細
か
く
震
え
血
液
を
送
り
出
す
ポ
ン

プ
機
能
が
失
わ
れ
た
心
臓
に
対
し
、
一

時
的
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
そ
の
震

え
を
取
り
除
く
装
置
で
す
。

３
月
30
日
湯
田
庁
舎
で
行
わ
れ
た
寄

贈
式
で
は
小
林
理
事
長
が
「
１
月
に
職

員
を
対
象
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
研
修
会
を
行
っ
た

こ
と
、
組
合
が
40
年
の
節
目
を
迎
え
た

こ
と
な
ど
で
機
運
が
高
ま
り
、
地
域
の

み
な
さ
ん
に
対
す
る
恩
返
し
で
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
寄
贈
す
る
こ
と
に
し
た
。
役
に
た
て

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

薪
ス
ト
ー
ブ

世
界
一
目
指
し
講
演
会

３
月
17
日
沢
内
バ
ー
デ
ン
で
町
が
中

心
に
な
り
「
薪
ス
ト
ー
ブ
講
演
会
」
を

行
い
、
地
域
住
民
や
関
係
者
な
ど
お
よ

そ
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
演
は
、

(

株
）
森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
代
表

取
締
役
の
大
場
龍
夫
さ
ん
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
ア
ド
バ
ザ
ー
の
長
土
居
正
弘
さ
ん
が

行
い
ま
し
た
。

沢
内
村
で
は
、
平
成
15
年
に
「
め
ざ

し
ま
す
。
薪
ス
ト
ー
ブ
利
用
世
界
一
」

を
目
標
に
か
か
げ
、
計
画
を
た
て
て
薪

ス
ト
ー
ブ
の
普
及
促
進
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
世
界

的
に
地
球
温
暖
化
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、「
一
見
昔
の
も
の
、
古
い
生

活
ス
タ
イ
ル
」
と
思
わ
れ
が
ち
な
薪
ス

ト
ー
ブ
が
、
実
は
時
代
の
先
端
で
あ
り

長
く
続
く
も
の
で
あ
る
な
ど
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。
参
加
者
ら
は
熱
心
に
聞
き

入
り
、
関
心
を
よ
せ
て
い
ま
し
た
。

地域への恩返し
北上信用金庫でAEDを寄贈

３
月
27
日
か
ら
28
日
ま
で
湯
本
温
泉

地
内
を
中
心
に
「
健
康
づ
く
り
大
学
実

践
講
座
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

本
町
の
温
泉
と
食
事
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
て
健
康
の
増
進
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
、
西
和
賀
町
健
康
づ
く
り
大
学
推
進

協
議
会
が
企
画
し
ま
し
た
。

講
座
に
は
関
係
者
な
ど
お
よ
そ
20
人

が
参
加
し
、
足
湯
や
砂
湯
な
ど
の
温
泉

効
能
の
説
明
を
受
け
た
ほ
か
、
地
場
産

品
を
使
っ
た
食
事
の
試
食
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
師
の
温
泉
療
養
シ
ス
テ

ム
研
究
会
長
の
上
田
理
彦
医
学
博
士
は

「
こ
の
町
に
は
こ
の
よ
う
な
健
康
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
あ
っ
て
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

ー
（
お
も
て
な
し
）
が
あ
る
と
い
う
気

持
ち
が
必
要
。
一
過
性
に
な
ら
ず
に
、

み
な
さ
ん
で
よ
り
よ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
り
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

温泉と食事で
健康プログラム

熱心に話を聞く参加者

使い方を説明する高橋執行委員長（左）

「おもてなしが大切」

町長に報告書を手渡す為田リーダー
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西
和
賀
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

４
月
か
ら
始
動

３
月
28
日
北
上
総
合
支
局
で
西
和
賀

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）
設
立

認
証
書
の
交
付
式
が
行
わ
れ
、
吉
田
正

志
理
事
長
（
川
舟
）、
南
川
信
一
副
理

事
長
（
貝
沢
）
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
市
場
競
争
力
の
あ
る

産
地
形
成
を
行
う
た
め
の
戦
略
的
な
組

織
で
、
西
和
賀
花
卉
振
興
協
議
会
が
母

体
で
す
。
そ
し
て
町
内
の
農
業
者
に
、

品
種
開
発
や
生
産
、
販
売
活
動
の
支
援

を
行
い
な
が
ら
関
係
団
体
と
連
携
し
農

業
振
興
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
沢
内
庁
舎
内
に
設
置

さ
れ
、
町
農
林
課
か
ら
出
向
し
た
内
記

和
彦
さ
ん
を
セ
ン
タ
ー
長
に
、
運
営
軌

道
化
専
門
員
の
佐
々
木
富
雄
さ
ん
、
西

和
賀
農
協
か
ら
出
向
の
石
川
誠
さ
ん

（
大
野
）
の
３
人
が
常
勤
し
ま
す
。

岩
手
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

環
境
問
題
な
ど
の
講
師
に

岩
手
県
で
は
、
地
域
や
グ
ル
ー
プ
が

行
う
環
境
問
題
に
関
す
る
研
修
会
、
自

然
観
察
会
の
現
地
講
師
と
し
て
派
遣
す

る
た
め
県
内
52
人
を
岩
手
県
環
境
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。

町
内
か
ら
は
、瀬
川
強
さ
ん（
川
尻
）、

瀬
川
陽
子
さ
ん
（
川
尻
）、
佐
井
守
さ

ん
（
新
町
）、
高
橋
康
文
さ
ん
（
新
町
）

の
４
人
が
町
か
ら
推
薦
さ
れ
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
21
年
３
月
ま

で
の
２
年
間
。

瀬
川
強
さ
ん
は
「
こ
の
制
度
を
利
用

す
る
に
は

費
用
も
か

か
ら
な
い

の
で
ど
ん

ど
ん
使
っ

て
ほ
し
い

し
、
町
や

県
の
ほ
う

で
は
町
民

が
利
用
し

や
す
い
よ

う
に
工
夫

を
し
て
ほ

し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

依
頼
し
た
い
場
合
は
生
活
環
境
課

82
│
３
２
８
３
ま
で
。

昨
年
の
８
月
25
日
に
北
上
総
合
支
局

管
内
で
16
番
目
、
県
内
で
２
５
９
番
目

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
法

人
）
認
証
と
な
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
い

っ
こ
（
田
中
美
惠
子
理
事
長
・
貝
沢
）

は
、
新
町
保
育
所
と
な
り
に
介
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
ゆ
い
っ
こ
を
開
所
し
ま
し
た
。

同
施
設
は
認
知
症
の
方
が
共
同
生
活

す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
町
内
で
は
初

の
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
を
併
設
し
た

介
護
福
祉
施
設
で
す
。
小
規
模
多
機
能

ホ
ー
ム
は
、
介
護
認
定
さ
れ
て
い
る
か

認
定
さ
れ
る
予
定
の
方
に
通
い
・
宿

泊
・
訪
問
の
３
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
同
時

に
提
供
し
ま
す
。

３
月
25
日
の
落
成
式
当
日
は
、
無
事

故
の
運
営
を
祈
願
し
ま
し
た
。
田
中
理

事
長
は
「
地
域
と
共
に
歩
ん
で
い
く
運

営
を
心
が
け
、
利
用
者
の
生
活
の
質
を

高
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

女性が輝いて社会参画
婦人連絡協で定例総会

介護ステーションゆいっこ
新町に開所

会議では活発な討議が行なわれました

認証書を受け取る吉田理事長

３
月
18
日
沢
内
庁
舎
で
西
和
賀
町
婦

人
連
絡
協
議
会
第
２
回
定
例
総
会
が
行

わ
れ
、
会
場
に
は
会
員
な
ど
70
人
あ
ま

り
が
参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
で
加
藤
久
子
会
長
は
「
組
織
に

誇
り
を
も
っ
て
、
昨
年
以
上
に
地
域
づ

く
り
に
参
加
し
、
問
題
を
解
決
す
る
だ

け
で
は
な
く
住
民
の
希
望
や
期
待
を
か

な
え
る
言
わ
ば
期
待
実
現
型
を
実
践
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
平
成
18
年
度
の
事
業
報

告
や
収
支
決
算
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
ほ

か
、
平
成
19
年
度
の
事
業
計
画
や
収
支

予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
で
は
、
廃
品
回
収
運
動
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
、
生
活
改
善
や
学

習
会
な
ど
を
通
じ
て
女
性
が
輝
い
て
社

会
参
加
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

落成式の盛大なもちまき　写真：岩手日報社

4月13日町長に委嘱を報告する4人
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3月28日太田老人福祉センターで平成18年度西和賀町体育
協会表彰式が行われました。この表彰は西和賀町体育協会
(高橋謙治会長・新町)が協会の発展や地域スポーツ振興に尽
くした者や各種大会で優秀な成績を収めた選手をたたえてい
ます。
優秀選手賞は県大会以上の大会で優勝するか同程度の成績

と認められた者に与えられます。
【受賞者と主な経歴、学年は受賞当時、成績は主なもので年
度がないものは18年度、敬称略、順不同】

◆梅川良一（川尻・町スキー協会）
第59回岩手県民体育大会スキー成年男子H組大回転優勝

◆高橋北斗（間木野・町スキー協会）
59回岩手県民体育大会スキー成年男子C組大回転3位、国
体出場

◆照井貴子（水沢高教・長瀬野）
第58回岩手県民体育大会陸上競技の7部成年女子1万m競
歩優勝、国体出場

◆大堰裕介（貝沢・盛工業高2年）
第57回岩手県高等学校新人陸上競技大会の円盤投げとハ
ンマー投で優勝

◆刈田麻美（川舟・花巻東高2年）
平成17年第57回岩手県民体育大会陸上競技9部少年女子
800m優勝

◆深澤礼美（川舟・ 西高1年）
第58回岩手県民体育大会陸上競技9部少年女子B3000m競
歩優勝、国体出場

◆米澤豪範（太田・立命館大1年）
第33回東北総合体育大会のボート競技成年男子シングル
スカルで優勝、国体出場

◆高橋尚子（湯川・法政大3年）
第61回国民体育大会ボート競技成年女子シングルスカル2位

◆伊藤和法（新町・西高3年）
第58回岩手県高等学校総合体育大会ボート競技男子シン
グルスカル優勝、インターハイと国体に出場

◆土井春香（長瀬野・西高3年）、高橋杏奈（湯之沢・ 西高3
年）、高橋美知子（湯田・西高3年）、高橋佳寿子（下前・
西高3年）
第58回岩手県高等学校総合体育大会ボート競技女子舵手
付クォドルプル優勝、インターハイ出場

◆和泉幸奈・照井陽子・高橋佳奈子・高橋知恵子・山田温
子・高橋美紀子（錦秋湖ボートクラブ）
第58回岩手県民体育大会成年女子 舵手付クォドルプル
優勝

◆高橋明寛（上野々・日大1年）
第33回東北総合体育大会ウエイトリフティング69Kg級3位

◆伊藤さくら（猿橋・西和賀マスターズ）
平成17年第18回全国スポーツレクリエーション祭岩手大
会陸上100m女子45～49才の部3位

◆山本幸男（川尻・西和賀マスターズ）
平成17年度第18回全国スポーツレクリエーション祭岩手
大会陸上800m男子55～59才の部3位

◆土井政江（長瀬野・西和賀マスターズ）
第27回全日本マスターズ陸上競技大会80mハードル女子
45～49才の部2位、走幅跳女子45～49才の部3位

◆山崎浩行（湯本・西和賀マスターズ）
第27回全日本マスターズ陸上競技大会1,500m男子40～44
才の部3位

◆藤原辰男（川尻・町グラウンドゴルフ協会）
平成17年度第18回全国健康福祉祭2005福岡大会グラウン
ド・ゴルフ8位

3月26日太田老人福祉センターで平成18年度西和賀町教育
委員会表彰式が行われました。この表彰は町が学校教育、芸
術文化、体育振興などで顕著な活躍や活動で、町民に対し大
きな活力を与えた人の功績をたたえるため平成13年湯田町で
創設され、ことしで6回目になります。
ことしの受賞者は過去最高の18人で、今回受賞者をふくめ

今まで42人が受賞しています。
【受賞者と主な経歴、学年は受賞当時、成績は主なもので年
度がないものは18年度、敬称略、順不同】

◆米澤豪範（立命館大1年・太田）
第33回東北総合体育大会のボート競技成年男子シングル
スカルで優勝、国体出場

◆伊藤和法（新町・ 西高3年）
第58回岩手県高等学校総合体育大会ボート競技男子シン
グルスカル優勝、インターハイと国体に出場

◆土井春香（長瀬野・西高3年）、高橋杏奈（湯之沢・ 西高3
年）、高橋美知子（湯田・西高3年）、高橋佳寿子（下前・
西高3年）
第58回岩手県高等学校総合体育大会ボート競技女子舵手
付クォドルプル優勝、インターハイ出場

◆大堰裕介（貝沢・ 盛工業高2年）
第57回岩手県高等学校新人陸上競技大会の円盤投げとハ
ンマー投げで優勝

◆照井大地（貝沢・西高2年）
第56回岩手県高等学校スキー大会・男子クロスカントリ
ー10kmクラシカル・フリーいずれも3位、インターハイ出場

◆藤原誠（川舟・西高2年）
平成16年度岩手県中学校スキー大会クロスカントリーリ
レーで優勝。東北大会に出場

◆吉田琢哉（若畑・一関学院高1年）
平成16年度岩手県中学校スキー大会クロスカントリーリ
レーで優勝。東北大会と全国大会に出場

◆深澤礼美（川舟・西高1年）
第58回岩手県民体育大会陸上競技9部少年女子B3000m競
歩で17分30秒86の大会新記録で優勝、国体出場

◆田中正博（新町・沢中3年）
岩手県中学校スキー大会クロスカントリークラシカルに
出場し2位、リレー2位。東北大会と全国大会に出場

◆佐々木涼太（前郷・沢中3年）
岩手県中学校スキー大会クロスカントリークラシカル7
位・フリー3位、リレー2位。東北大会と全国大会にも出場

◆刈田丞美（川舟・沢中3年）
岩手県中学校スキー大会クロスカントリークラシカル3
位・フリー2位、リレー優勝。東北大会と全国大会に出場

◆久保絢（若畑・沢中3年）
岩手県中学校スキー大会クロスカントリークラシカル5
位・フリー3位、リレー優勝。東北大会と全国大会に出場

◆高橋紘枝（前郷・沢中3年）
岩手県中学校スキー大会クロスカントリークラシカル6
位・フリー5位、リレー優勝。東北大会に出場

◆高橋ひろみ（湯川・湯田中3年）
中学生の『税についての作文』コンクールで東北地区納
税貯蓄組合連合会会長賞

◆菅原千歳（川尻・川尻小5年）
平成17年度『土砂災害防止月間 絵画・ポスター・作文』
コンクールのポスター部門で岩手県最優秀賞と全国砂防部
長賞

平成18年度西和賀町体育協会表彰

学生の頑張りが目立ちました
平成18年度西和賀町教育委員会表彰

18人が栄誉に輝く

優秀選手賞

栄　光　賞
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◆
西
和
賀
町

【
課
長
級
（
昇
格
者
含
む
）】

▽
高
橋
義
雄
（
議
会
事
務
局
長→

参
事
兼
会
計

管
理
者
）
▽
平
藤
節
夫
（
議
会
事
務
局
主
幹
兼

監
査
委
員
事
務
局
長→

議
会
事
務
局
長
）
▽
内

記
博
悦
（
農
林
課
主
幹→

議
会
事
務
局
主
幹
兼

監
査
委
員
事
務
局
長
）
▽
内
記
晶
子
（
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
副
所
長→

沢
内
病
院
看
護
師
長
）

▽
田
中
紀
明
（
沢
内
病
院
放
射
線
技
師→
沢
内

病
院
放
射
線
科
長
）

【
課
長
補
佐
級
】

▽
小
原
茂
喜
（
学
務
課→

生
涯
学
習
課
）
▽
高

橋
巧
（
建
設
課→

観
光
商
工
課
）
▽
内
記
和
彦

（
農
林
課→

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）
▽
高
橋
三

智
昭
（
総
務
課→

農
林
課
）
▽
菅
原
久
美
子

（
総
合
サ
ー
ビ
ス
課→

出
納
室
）
▽
山
本
正
子

（
生
涯
学
習
課→

学
務
課
）
▽
泉
恵
子
（
総
務

課→

生
涯
学
習
課
）

【
主
査
級
】

▽
佐
藤
里
美
子
（
保
健
福
祉
課→

観
光
商
工
課
）

▽
高
橋
肇
（
嘱
託→

学
務
課
）
▽
高
橋
松
夫

（
嘱
託→

生
涯
学
習
課
）

【
主
任
級
】

▽
高
橋
千
賀
子
（
税
務
課→

農
林
課
）
▽
藤
原

ま
ゆ
子
（
出
納
室→

町
民
課
）
▽
佐
々
木
修

（
建
設
課→

農
林
課
）
▽
皆
方
博
（
企
画
課→

町
民
課
）
▽
小
田
島
満
成
（
町
民
課→

観
光
商

工
課
）
▽
加
藤
一
幸
（
観
光
商
工
課→

町
民
課
）

▽
小
松
睦
美
（
学
務
課→

議
会
事
務
局
）
▽
藤

島
和
（
建
設
課→

町
民
課
）
▽
高
橋
祐
征
（
議

会
事
務
局→

総
務
課
（
県
派
遣
））
▽
小
川
幸

（
町
民
課→

川
尻
小
学
校
）
▽
加
藤
恵
子
（
嘱

託→

せ
ん
だ
ん
保
育
所
）
▽
刈
田
紀
代
子
（
嘱

託→

川
舟
保
育
所
）
▽
高
橋
竜
也
（
生
涯
学
習

課→

税
務
課
）

【
主
事
級
】

▽
三
浦
美
穂
（
農
林
課→

企
画
課
）
▽
佐
藤
圭

司
（
生
活
環
境
課→

総
合
サ
ー
ビ
ス
課
）

【
労
務
職
】

▽
佐
々
木
エ
リ
子
（
嘱
託→

学
務
課
）
▽
有
馬

治
（
嘱
託→

農
林
課
）
▽
刈
田
敬
（
嘱
託→

学

務
課
）
▽
佐
々
木
保
弘
（
嘱
託→

学
務
課
）
▽

新
田
康
行
（
嘱
託→

学
務
課
）

【
退
職
】

▽
高
橋
利
美
・
出
納
室
長
▽
高
橋
仁
・
沢
内
病

院
検
査
科
長
▽
藤
原
美
保
子
・
沢
内
病
院
看
護

師
長
▽
深
澤
吉
一
・
町
民
課
長
補
佐
▽
門
脇
和

男
・
観
光
商
工
課
長
補
佐
▽
高
橋
淳
子
・
沢
内

病
院
主
任
看
護
師
▽
深
澤
奈
美
・
沢
内
病
院
主

任
薬
剤
師
▽
深
谷
弘
子
・
沢
内
病
院
看
護
師

◆
岩
手
県
教
育
委
員
会
（
町
教
育
委
員
会
分
）

【
転
出
】
▽
和
田
英
（
学
務
課
指
導
主
事
か
ら

盛
岡
市
教
育
委
員
会
へ
）
▽
菅
原
浩
樹
（
生
涯

学
習
課
社
会
教
育
主
事
か
ら
北
上
教
育
事
務
所

へ
）

【
転
入
】
▽
大
沼
秀
生
（
宮
古
教
育
事
務
所
か

ら
学
務
課
指
導
主
事
へ
）

◆
沢
内
第
一
小
学
校

【
転
出
】
▽
教
諭
・
金
矢
英
彦
（
一
戸
町
鳥
越

小
教
頭
へ
）
▽
教
諭
・
菊
池
優
子
（
黒
沢
尻
東

小
へ
）

【
転
入
】
▽
教
諭
・
高
橋
幸
子
（
和
賀
西
小
か

ら
）
▽
教
諭
・
細
川
光
子
（
雫
石
町
西
根
小
か

ら
）

◆
湯
本
小
学
校

【
転
出
】
▽
教
頭
・
黒
田
康
文
（
大
槌
町
安
渡

小
教
頭
へ
）
▽
事
務
・
土
井
真
弓
（
北
上
市
笠

松
小
へ
）

【
転
入
】
▽
教
頭
・
久
保
隆
一
（
和
賀
西
小
教

頭
か
ら
）
▽
教
諭
・
熊
林
倫
子
（
花
巻
市
湯
本

小
か
ら
）
▽
事
務
・
阿
部
知
恵
（
宮
古
市
津
軽

石
小
か
ら
）

【
配
置
換
え
】
教
諭
・
岩
下
恵
子
（
越
中
畑
小

へ
）
▽
教
諭
・
高
橋
尚
子
（
越
中
畑
小
か
ら
）

【
退
職
】
▽
栄
養
職
員
・
高
橋
節
子

◆
川
尻
小
学
校

【
配
置
換
え
】
▽
校
長
・
田
村
壮
一
（
越
中
畑

小
か
ら
）

【
転
出
】
▽
教
諭
・
佐
藤
彰
一
（
北
上
市
南
小

へ
）
▽
事
務
・
齋
藤
孝
子
（
二
戸
市
金
田
一
小

へ
）

【
転
入
】
▽
教
諭
・
門
屋
健
司
（
黒
沢
尻
東
小

か
ら
）
▽
事
務
・
小
川
幸
（
西
和
賀
町
町
民
課

か
ら
）

【
退
職
】
▽
校
長
・
佐
々
木
須
保
子

◆
越
中
畑
小
学
校

【
転
出
】
▽
教
頭
・
田
之
岡
豊
（
岩
手
町
水
堀

小
教
頭
へ
）

【
転
入
】
▽
校
長
・
竹
原
晴
美
（
釜
石
市
尾
崎

小
校
長
か
ら
）
▽
教
頭
・
高
橋
久
美
子
（
二
戸

市
仁
左
平
小
教
頭
か
ら
）

【
配
置
換
え
】
▽
校
長
・
田
村
壮
一
（
川
尻
小

校
長
へ
）
▽
教
諭
・
高
橋
尚
子
（
湯
本
小
へ
）

▽
教
諭
・
岩
下
恵
子
（
湯
本
小
か
ら
）

◆
沢
内
中
学
校

【
転
出
】
▽
教
頭
・
小
田
島
康
（
普
代
中
教
頭

へ
）
▽
教
諭
・
高
橋
洋
之
（
八
幡
平
市
安
代
中

へ
）
▽
教
諭
・
及
川
仁
（
軽
米
町
軽
米
中
へ
）

【
転
入
】
▽
教
頭
・
江
六
前
正
文
（
滝
沢
村
柳

沢
中
教
頭
か
ら
）
▽
教
諭
・
高
橋
健
（
北
上
中

か
ら
）

◆
湯
田
中
学
校

【
転
出
】
▽
教
頭
・
安
藤
雅
博
（
花
巻
北
中
教

頭
へ
）
▽
教
諭
・
鈴
木
俊
逸
（
江
釣
子
中
へ
）

【
転
入
】
▽
教
頭
・
斎
藤
三
男
（
洋
野
町
大
和

中
教
頭
か
ら
）
▽
教
諭
・
柿
沢
香
織
（
和
賀
東

中
か
ら
）

◆
給
食
共
同
調
理
場

【
転
入
】
▽
栄
養
職
員
・
小
澤
理
恵
（
奥
州
市

水
沢
区
中
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
）

【
退
職
】
▽
栄
養
職
員
・
佐
々
木
繁
子

◆
西
和
賀
高
校

【
転
出
】
▽
教
諭
・
塚
田
美
和
子
（
花
巻
北
高

校
へ
）
▽
教
諭
・
木
村
愛
（
北
上
翔
南
高
校
へ
）

▽
講
師
・
尾
形
哲
明
（
紫
波
総
合
高
校
へ
）
▽

講
師
・
梅
木
浩
幸
（
宮
古
商
業
高
校
へ
）
▽
講

師
・
小
原
孝
太
郎
（
種
市
高
校
へ
）
▽
養
護
教

諭
・
中
下
玲
子
（
県
教
委
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
へ
）

▽
事
務
長
・
佐
藤
正
幸
（
一
戸
高
校
へ
）

【
転
入
】
▽
教
諭
・
橋
本
眞
一
（
水
沢
高
校
か

ら
）
▽
教
諭
・
田
沼
貴
之
（
不
来
方
高
校
か
ら
）

▽
教
諭
・
畠
山
賢
（
黒
沢
尻
工
業
高
校
か
ら
）

▽
教
諭
・
照
井
貴
子
（
水
沢
高
校
か
ら
）
▽
講

師
・
工
藤
正
美
（
在
家
庭
か
ら
）
▽
講
師
・
高

橋
美
紀
子
（
盛
岡
北
高
校
か
ら
）
▽
養
護
助
教

諭
・
佐
竹
麻
衣
子
（
新
採
用
）
▽
事
務
長
・
野

場
麗
司
（
久
慈
養
護
学
校
か
ら
）

【
退
職
】
教
諭
・
小
原
敬

◆
北
上
川
ダ
ム
管
理
統
合
管
理
事
務
所

湯
田
ダ
ム
管
理
支
所

【
転
出
】
▽
管
理
係
長
・
山
中
彰
人
（
秋
田
河

川
国
道
事
務
所
へ
）

【
転
入
】
▽
管
理
係
長
・
高
岡
善
明
（
胆
沢
ダ

ム
工
事
事
務
所
か
ら
）

◆
県
南
広
域
振
興
局
北
上
総
合
支
局

土
木
部
西
和
賀
出
張
所

【
転
出
】
▽
所
長
・
小
野
寺
一
美
（
千
厩
土
木

セ
ン
タ
ー
へ
）
▽
主
任
・
遠
藤
晃
（
北
上
総
合

支
局
土
木
部
へ
）

【
転
入
】
▽
所
長
・
紺
野
清
一
（
千
厩
土
木
セ

ン
タ
ー
か
ら
）

◆
北
上
警
察
署
沢
内
駐
在
所

【
転
出
】
▽
所
長
・
佐
藤
勝
（
水
沢
警
察
署
常

盤
交
番
へ
）

【
転
入
】
▽
所
長
・
武
田
清
幸
（
北
上
警
察
署

警
務
課
か
ら
）

◆
中
央
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

西
和
賀
普
及
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

【
転
出
】
▽
所
長
・
横
島
克
廣
（
軽
米
普
及
サ

ブ
セ
ン
タ
ー
所
長
へ
）
▽
主
任
農
業
普
及
員
・

中
野
俊
成
（
岩
手
県
農
業
大
学
校
講
師
へ
）

【
転
入
】
▽
所
長
・
八
重
樫
誠
次
（
宮
古
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
普
及
課
長
か
ら
）

◆
湯
田
上
級
森
林
事
務
所
、
新
町
森
林
事
務
所

と
川
舟
森
林
事
務
所
で
は
異
動
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た

町
内
公
共
機
関
の
人
事
異
動

（
敬
称
略
）
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昨
年
か
ら
こ
と
し
に
か
け
て
の
積
雪
深
は
、
昨
年
の
半

分
以
下
に
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
町
内
の
２
か
所
で
積
雪
量
を
冬
期
間
、
独
自

に
調
査
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
数
字
を
み
る
と
、
沢
内

地
内
の
方
が
若
干
雪
が
多
か
っ
た
と
は
言
え
、
い
ず
れ
も

数
十
年
ぶ
り
に
雪
の
少
な
い
冬
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
と
し
の
除
雪
費
用
も
昨
年
と
比
べ
る
と
除
雪

作
業
員
の
賃
金
が
昨
年
の
お
よ
そ
６
１
０
０
万
円
か
ら
５

０
０
０
万
円
で
１
１
０
０
万
円
の
減
、
除
雪
車
の
燃
料
費

に
い
た
っ
て
は
昨
年
の
お
よ
そ
３
３
０
０
万
円
か
ら
１
６

０
０
万
円
と
１
７
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
作
業

員
賃
金
と
燃
料
費
だ
け
を
昨
年
と
比
べ
て
も
お
よ
そ
２
８

０
０
万
円
の
減
額
に
な
り
ま
し
た
。

【
湯
田
観
測
地
点
　
表
１
】

今
年
の
積
雪
深
は
３
月
13
日
の
90
㎝
が
最
高
で
、
降
り

始
め
か
ら
の
降
雪
量
を
足
し
た
と
こ
ろ
６
９
８
㎝
で
し
た
。

観
測
デ
ー
タ
の
あ
る
昭
和
39
年
以
降
を
調
べ
る
と
、
少

な
い
順
に
昭
和
53
年
か
ら
54
年
に
か
け
て
の
最
高
積
雪
深

86
㎝
（
降
雪
量
４
９
９
㎝
）
に
次
ぐ
雪
の
少
な
い
年
と
な

り
ま
し
た
。

【
沢
内
観
測
地
点
　
表
２
】

今
年
の
積
雪
深
は
２
月
５
日
の
１
１
８
㎝
が
最
高
で
、

降
り
始
め
か
ら
の
降
雪
量
を
足
し
た
と
こ
ろ
９
２
２
㎝
で
し

た
。観

測
デ
ー
タ
の
あ
る
昭
和
39
年
以
降
を
調
べ
る
と
、
少

な
い
順
に
昭
和
53
年
か
ら
54
年
に
か
け
て
最
高
積
雪
深
１

０
０
㎝
（
降
雪
量
５
５
２
㎝
）、
昭
和
63
年
か
ら
平
成
元

年
に
か
け
て
最
高
積
雪
深
１
０
２
㎝
（
降
雪
量
６
２
９

㎝
）、
昭
和
46
年
か
ら
47
年
最
高
積
雪
深
１
１
０
㎝
（
降

雪
量
６
０
０
㎝
）に
次
ぐ
雪
の
少
な
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

除
雪
費
は２

８
０
０
万
円
の
減
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2月13日 261cm
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2月5日 90cm →�

【表1】 湯田積雪量調査（川尻）

【表2】 沢内積雪量調査（太田）

昭和48年～昭和49年豪雪

平成17年～平成18年

平成18年～平成19年

昭和48年～昭和49年豪雪

平成17年～平成18年

平成18年～平成19年

湯
田
観
測
点
は
湯
田
庁
舎
付
近
、
ま
た
沢
内
観
測
地
点
は
沢
内
庁
舎
付
近
で
調
査
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
町
内
で
も
地
域
に
よ
り
積
雪
量
が
大
き
く
違
い
ま
す
。
問
合
先
／
企
画
課
　

82-

３
２
８
４

積
雪
量
調
査

こ
と
し
の
雪
は
昨
年
の
半
分
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行政区長と地域担当職員の紹介
町では、昨年から行政と地域が対等な立場で責任を共有し役割を明確にしながらまちづくりを進めて

いく地域自治活動支援事業を創設しました。この事業は「地域づくり活動支援交付金制度（昨年までは
地域自治活動支援交付金制度)」と「地域担当職員制度」の2つを柱として、地域ごとに異なる課題を人
的･資金的な面から支援することにしています。
数地区で区長が変わり4月の人事異動で地区担当職員も変わりましたのでお知らせします。

(名簿は平成19年4月1日現在・敬称略）
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私
の
家

の
近
く
に

川
が
あ
り

ま
す
。
そ

の
川
に
、

最
近
ご
み
を
捨
て
る
人
を
見
か

け
ま
す
。
走
っ
て
行
っ
て
注
意

を
す
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
い

つ
捨
て
に
来
る
か
も
わ
か
ら
ず

な
か
な
か
そ
の
瞬
間
を
と
ら
え

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

川
は
常
に
美
し
く
流
れ
て
い

ま
す
が
、
心
な
い
人
が
袋
に
入

れ
た
ご
み
を
車
に
つ
ん
で
き
て

川
に
捨
て
る
気
持
ち
が
、
私
に

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
や
め

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。「
和

賀
川
の
清
流
を
守
る
会
」
や

「
自
然
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

な
ど
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
も

う
少
し
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し

て
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

み
な
さ
ん
の
水
道
源
に
も
な

る
川
で
す
。
川
を
汚
さ
ず
み
ん

な
で
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
一
町
民
・
男
性
）

ご
み
を
不
法
に
捨
て
る
人

は
、
日
常
生
活
の
中
で
不
法
投

棄
を
常
習
的
に
行
な
い
、
も
は

や
悪
意
を
感
じ
る
こ
と
す
ら
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
不

法
投
棄
は
れ
っ
き
と
し
た
犯
罪

で
す
。

町
で
は
、
和
賀
川
の
清
流
を

守
る
会
や
公
衆
衛
生
組
合
な
ど

の
各
種
団
体
に
も
協
力
を
依
頼

し
、
監
視
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
不
法
投
棄
の
通
報
が

あ
っ
た
場
合
は
、
投
棄
者
の
究

明
と
い
っ
た
調
査
の
ほ
か
、
不

法
投
棄
に
関
す
る
指
導
・
処
理

な
ど
を
警
察
や
保
健
所
と
も
連

携
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

町
内
全
域
と
い
う
広
大
な
面

積
の
中
で
不
法
投
棄
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
は
大
変
難
し
い
こ
と

で
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
不
法

投
棄
に
対
し
て
犯
罪
意
識
を
も

ち
、
各
地
区
で
監
視
体
制
の
目

を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
そ
れ
が
一
番
効
果
的
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

美
し
い
景
観
と
自
然
豊
か
で

衛
生
的
な
環
境
を
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
も
、
み
な
さ
ん

と
協
力
し
て
不
法
投
棄
撲
滅
に

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

情
報
提
供
を

不
法
投
棄
者
を
見
か
け
た
場

合
で
す
が
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の

た
め
、
直
接
投
棄
者
に
注
意
し

た
り
せ
ず
、
投
棄
者
を
特
定
で

き
る
車
両
の
特
徴
・
ナ
ン
バ
ー
・

車
種
・
色
情
報
な
ど
を
警
察
に

通
報
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

不
法
投
棄
者
へ
の
処
罰

廃
棄
物
の
処
理
を
適
正
に
行

わ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
法
律

に
よ
り
一
般
廃
棄
物
の
場
合
に

は
５
年
以
下
の
懲
役
か
１
０
０

０
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
、

産
業
廃
棄
物
の
場
合
に
も
同
様

に
処
罰
さ
れ
る
ほ
か
、
法
人
の

場
合
に
は
１
億
円
以
下
の
加
重

罪
と
も
な
り
ま
す
。「
知
ら
な

か
っ
た
」、「
こ
れ
く
ら
い
な
ら

大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
い
う
安
易

な
気
持
ち
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
生
活
環
境
課
）

17
日
に
町
議
会
議
員
選
挙
の

告
示
が
行
わ
れ
た
。

多
く
の
立
候
補
者
が
選
挙
に

参
戦
し
、
政
策
や
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
を
言
い
争
う
。
有
権
者
と
し

て
は
無
投
票
に
終
わ
る
よ
り

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
候
補
者
の
中

か
ら
代
表
を
選
び
た
い
。
町
議

会
議
員
選
挙
は
、
身
近
な
選
挙

だ
け
に
よ
り
政
治
や
町
政
に
参

加
し
て
い
る
と
い
う
意
識
が
い

や
が
応
で
も
高
ま
る
。
合
併
後

の
西
和
賀
町
議
会
は
、
合
併
特

例
法
で
旧
町
村
の
議
員
が
全
員

継
続
在
職
し
た
が
、
議
会
で
の

発
言
な
ど
を
聞
い
て
い
る
と
ど

う
し
て
も
旧
町
村
の
枠
を
は
み

出
ず
、
旧
態
依
然
で
一
体
感
に

は
乏
し
か
っ
た
感
が
あ
る
。

今
度
の
町
議
会
選
挙
で
当
選

し
た
議
員
に
は
、
町
の
代
表
者

と
し
て
西
和
賀
町
す
べ
て
の
地

域
住
民
の
代
弁
者
と
し
て
の
自

覚
を
も
ち
、
地
域
誘
導
に
は
な

ら
ず
に
、
将
来
を
見
こ
し
、
本

来
町
が
進
む
べ
き
道
筋
を
見
定

め
て
ほ
し
い
と
切
に
希
望
す

る
。（一

町
民
・
男
性
・
40
歳
代
）

４
月
７
日
か
ら
８
日
県
中
学

校
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
新
人
戦
が

下
倉
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
沢
内

中
か
ら
11
人
、
湯
田
中
か
ら
２

人
の
選
手
が
出
場
し
た
。
結
果

は
男
子
総
合
で
竹
澤
統
己
君

（
新
町
・
３
年
）
が
大
回
転
、

回
転
と
も
に
優
勝
。
男
子
１
年

生
の
部
で
刈
田
雄
平
君（
槻
沢
）

が
大
回
転
優
勝
、
回
転
２
位
。

同
女
子
の
部
で
佐
藤
麻
美
さ
ん

（
新
町
）
が
大
回
転
２
位
、
回

転
３
位
と
大
活
躍
し
た
。

小
さ
な
町
か
ら
13
人
が
出
場

し
た
こ
と
で
、
他
市
町
村
の
ス

キ
ー
関
係
者
か
ら
は
「
さ
す
が

ス
キ
ー
が
盛
ん
な
西
和
賀
だ

!!
」
な
ど
と
絶
賛
さ
れ
、
実
際
、

今
シ
ー
ズ
ン
も
ア
ル
ペ
ン
・
ク

ロ
カ
ン
と
も
町
内
の
子
ど
も
た

ち
が
レ
ベ
ル
の
高
い
各
種
大
会

で
好
成
績
を
残
し
た
。

ア
ル
ペ
ン
全
国
小
学
生
大
会

で
羽
柴
麗
君
（
樺
沢
）
が
優
勝

す
る
な
ど
、
西
和
賀
町
の
選
手

の
レ
ベ
ル
は
非
常
に
高
く
全
国

に
通
用
す
る
力
を
秘
め
て
い

る
。
町
内
選
手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ

り
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
活
躍

は
、
み
な
さ
ん
に
勇
気
と
希
望

を
与
え
た
よ
う
に
思
う
。

ス
キ
ー
は
雪
国
な
ら
で
は
の

競
技
で
あ
る
。
ま
さ
に
雪
国
西

和
賀
で
ス
キ
ー
は
「
文
化
」。

町
の
財
政
が
厳
し
い
こ
と
は
理

解
し
て
い
る
が
、
選
手
育
成
や

体
育
施
設
に
か
け
る
予
算
は
減

ら
す
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
も
っ

と
ス
キ
ー
文
化
の
継
承
に
力
を

入
れ
、
地
域
お
こ
し
の
起
爆
剤

に
し
て
ほ
し
い
。

わ
た
し
た
ち
は
来
シ
ー
ズ
ン

以
降
も
「
ス
キ
ー
は
西
和
賀
の

文
化
で
あ
る
」
と
い
う
理
念
を

基
本
に
、
町
を
あ
げ
て
子
ど
も

た
ち
が
伸
び
伸
び
と
ス
キ
ー
競

技
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て

い
く
よ
う
に
努
め
た
い
。

（
西
和
賀
町
ス
キ
ー
協
会
員

東
大
野
・
刈
田
拓
弥
）

川
に

ご
み
を

捨
て
る
な

新
議
員
に
願
う

回
答

ス
キ
ー
を
地
域
お
こ
し
の
起
爆
剤
に

と
お
い
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予防とは文字どおり「予め防ぐ」
という意味です。火災や犯罪など、
予防するのが望ましいことはたく
さんありますが、病気もその1つ
です。いったん病気になると、体
が弱って働けなくなり、医療費もたくさんかかっ
て大変なことになります。ですから、全ての病気
を予防できれば理想的なのですが、現実にはそう
はいかないので、私たちのような医師や看護師、
医療機関が必要とされています。
今回は病気予防の中でも肺炎予防の説明をしま

す。肺炎は肺の中に水がたまり、呼吸が困難にな
って高熱を発する苦しい病気です。たいていの場
合風邪をこじらせて肺炎になります。また、誤嚥
性肺炎といって、食べ物が気管に入って起こる肺炎
もあり、高齢者に多く見られます。
かつて肺炎にはこれといった予防方法がありま

せんでしたが、4～5年前から
肺炎を予防するための「肺炎
球菌ワクチン」が広く使われ
るようになりました。このワ
クチンは1970年代にアメリカ
で開発され、日本では昭和63
年に認可されました。初めの
うちは全国で年間数人が接種
をする程度でしたが、平成13
年ころから新聞やテレビで紹
介されて広く知られるように

なり、接種をする人が増えました。また、抗生物
質が効きにくい耐性菌による肺炎にも有効である
ため、多くの医療機関で使われるようになりまし
た。
このワクチンを接種すれば、肺炎の半数ぐらい

は予防できるといわれています。65歳以上の人は
接種を受けるようおすすめします。接種を希望す
る人は、事前に医療機関に予約してください。
新聞の慶弔欄を見ると、肺炎で亡くなる人が10

人中1人か2人ぐらいおり、しかもその数は年々増
え続けています。ですから、ぜひ肺炎球菌ワクチ
ンの接種をして、肺炎を予防するよう心がけてく
ださい。

「元気なうちから始めよう！介護
予防」を合言葉に、町では各種事業
を行っています。介護予防とは高齢
者が介護を必要とする状態になるの
を防いだり、介護が必要になっても

それ以上悪化させないようにして、高齢者の自立を
支援することです。
介護が必要となる原因は、老化に伴う衰弱、転倒

によるけが、関節の病気、歯が抜けて思うように食
べられなくなることによる栄養不足などがありま
す。これらは早めに対策をすることで予防できます。
また、介護や支援を必要とする人も、介護予防を行
うことで元気を取り戻したり、状態の悪化を防ぐこ
とができます。
町では平成18年度から、基本健診に併せて、65

歳以上の人を対象に生活機能の基本チェックを行い
ました。チェック項目は運動機能・栄養改善・口腔
機能の低下・閉じこもり・認知
症・うつ症状に分け、その結果
をもとにそれぞれの人に合った
介護プログラムを組み、介護予
防に参加を促す事業を始めまし
た。
その一環として、19年1月か

ら母子健康センターと悠々館で
月1回「介護予防いきいき教室」
を行っています。教室では運動
機能の向上は理学療法士、栄養
改善は栄養士、口腔機能の向上は歯科衛生士が担当
します。また、閉じこもりやうつ症状の予防には保
健師による訪問指導を行っています。
さらに、今年3月には一般高齢者を対象に、各公

民館で介護予防の運動法や医師による認知症・生活
習慣病についての学習会を行いました。介護予防事
業の詳細は、役場保健福祉課にお問い合わせくださ
い。
いつまでも自分らしく元気な暮らしをするために

は、生活習慣病予防に努め、障害や老化のサインを
早めに発見し、対応していくことが重要です。

3月27日放送分 3月6日放送分

肺炎の予防方法

（沢内病院医師　　久保利夫）

介護予防事業の概要

有線で放送した「くらしと健康」
から抜粋しお知らせします

有線放送から

（保健福祉課保健師長　　高橋美紀子）

ごえん

※久保先生は3月31日退職しました
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（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
）

西
和
賀
町
で
は
、
人
材
育
成
の
一
環
と

し
て
他
の
機
関
に
職
員
を
出
向
さ
せ
研
修

さ
せ
て
い
ま
す
。
祐
征
さ
ん
は
、
平
成
11

年
に
沢
内
村
役
場
に
採
用
に
な
り
住
民
福

祉
課
や
議
会
事
務
局
に
配
属
さ
れ
、
こ
と

し
の
４
月
か
ら
岩
手
県
庁
市
町
村
課
に
出

向
し
て
い
ま
す
。

研
修
期
間
は
来
年
３
月
ま
で
で
「
一
年

間
み
っ
ち
り
県
庁
で
勉
強
し
て
、
西
和
賀

に
帰
っ
た
と
き
に
お
役
に
立
て
る
よ
う
が

ん
ば
り
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
話
し
て
い

ま
し
た
。

あ
な
た
の
出
身
地
を
教
え
て
く
だ
さ
い

埼
玉
県
で
す
。
出
生
地
は
上
福
岡
市
、

現
在
の
実
家
は
鷲
宮
町
で
す
。
ち
な
み
に

上
福
岡
市
は
福
岡
県
に
あ
る
と
勘
違
い
さ

れ
ま
す
が
埼
玉
県
で
す
。
上
福
岡
市
は
、

日
本
で
一
番
人
口
密
度
が
高
か
っ
た
時
期

も
あ
り
ま
す
。
平
成
17
年
10
月
に
大
井
町

と
合
併
し
ふ
じ
み
野
市
に
な
り
ま
し
た
。

西
和
賀
町
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
理
由

⑫

埼
玉
県
鷲
宮
町
出
身
　

高
橋
祐
征
さ
ん
（
新
町
）

こ
こ

(有)岩手プロント（本社・埼玉県三郷市）は町内に2か
所の工場をもち紳士用と婦人用の革靴と靴底を専門に製
造しています。従業員は両工場で28人。
高橋工場長は「昭和63年に前郷地区で民家の作業場の2

階部分を間借りして靴の甲を作ったのが始まり。そのう
ち靴底も作るようになり、生産量も増加したことから平
成5年に新町地区に工場を新築し現在にいたります。今で
は、完成品状態として出荷しています」と話します。オ
リンピックで日本選手団の履く革靴もずいぶん作ったそ
うです。高橋工場長は「とにかく靴さえ作ればいいや、
どうでもいいやとい
う気持ちでは製造し
ていない。そんな気
持ちだったら20年も
もっていませんよ」
と、この年月が信用
ある製品を出荷した
証だと話していまし
た。

平
成
16
年
秋
こ
ろ
活
動
を
開
始
。
こ
と

し
か
ら
代
表
に
就
任
し
た
梅
川
さ
ん
。

「
川
尻
小
で
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
ま
す
。
現
在
は
毎
週
火
曜
日
午
後
４
時

に
集
ま
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
員
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
４
人
と
地
域
の
方
が
１
人
で

す
。
時
に
は
お
父
さ
ん
に
も
手
伝
っ
て
も

ら
い
ま
す
」
と
話
す
梅
川
さ
ん
。

続
け
て
「
読
み
終
え
た
あ
と
の
子
ど
も

た
ち
の
反
応
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
面

白
い
、
つ
ま
ら
な
い
な
ど
の
反
応
が
あ
っ

て
、
次
は
頑
張
る
ぞ
、
と
い
う
気
持
ち
に

な
り
ま
す
」。
会
の
悩
み
は
会
員
が
少
な

い
こ
と
で
「
で
き

れ
ば
地
域
の
方
が

加
わ
り
、
昔
話
や

い
ろ
い
ろ
な
事
を

教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
交
流
し
た
い

で
す
ね
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

■
紹
介
者
　
代
表

梅
川
明
美
さ
ん
（
川
尻
）

■紹介者　
工場長　高橋郁夫さん（新町）

④

④

(有)岩手プロントこ
ん
ぺ
い
と
う

就
職
に
あ
た
っ
て
考
え
た
事
は
、
何
よ

り
ど
こ
で
働
き
た
い
か
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
そ
こ
で
最
初
に
頭
に
浮
か
ん
だ
の
が
、

両
親
の
出
身
地
で
あ
る
西
和
賀
町
（
沢
内

村
）
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

出
身
地
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か

鷲
宮
町
は
昔
は
近
所
に
田
ん
ぼ
も
あ
っ

て
の
ど
か
で
し
た
が
、
自
分
が
離
れ
て
か

ら
は
近
代
化
が
進
み
、
マ
ン
シ
ョ
ン
も
増

え
て
、
現
在
は
都
市
部
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

名
所
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど

関
東
で
一
番
古
い
神
社
の
鷲
宮
神
社
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
行
わ
れ
る
催
馬
楽
神

楽
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

西
和
賀
町
の
良
さ

自
然
の
豊
か
な
と
こ
ろ
と
町
民
の
み
な

さ
ん
の
温
か
さ
で
す
。
今
は
西
和
賀
町
か

ら
離
れ
て
い
ま
す
が
、
帰
る
た
び
に
ほ
っ

と
し
ま
す
。

？

？ ？？

県では新人となる祐征さんだ
が、各自治体からの質問にてき
ぱきと答えます（市町村課で）

？

鷲宮町データ（平成18年1月1日現在）
人　口　34,436人
世帯数　12,054世帯
面　積　13.9km2

ホームページ
http://www.town.washimiya.saitama.jp/index.htm

ひ
ろ
ゆ
き

ひ
ろ
ゆ
き
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き
っ
か
け
は
な
ん
で
す
か

今
か
ら
30
年
ほ
ど
前
、
町
の

教
育
委
員
会
か
ら
絵
画
教
室
に

参
加
の
お
誘
い
を
う
け
ま
し

た
。
絵
は
好
き
で
し
た
が
、
家

庭
に
い
る
と
時
間
を
と
れ
な
い

と
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
。
で

も
家
族
の
理
解
も
あ
り
２
年
間

教
室
に
通
い
、
そ
れ
以
来
は
こ

つ
こ
つ
と
年
に
数
点
を
描
い
て

い
ま
す
。

何
を
描
い
て
い
ま
す
か

最
初
は
人
物
を
描
い
て
い
ま

し
た
。
人
物
画
は
皮
膚
の
感
じ

を
描
く
の
が
難
し
い
で
す
ね
。

最
近
は
風
景
で
、
気
に
入
っ
た

風
景
は
そ
の
場
で
ス
ケ
ッ
チ
し

て
、
自
宅
で
描
き
ま
す
。
心
に

残
る
風
景
は
描
き
や
す
い
で

す
。絵

の
楽
し
さ
は
何
で
す
か

教
室
で
は
油
絵
の
基
礎
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
習
い
始
め
の

こ
ろ
は
心
に
思
う
色
を
出
せ
な

く
て
何
度
も
書
き
直
し
、
キ
ャ

ン
バ
ス
を
汚
く
し
た
も
の
で

す
。
絵
を
描
く
と
き
は
、
集
中

し
な
い
と
色
が
き
れ
い
に
で
ま

せ
ん
。
仕
事
の
時
も
食
事
の
時

も
、
色
の
事
ば
か
り
考
え
、
そ

れ
っ
、
と
キ
ャ
ン
バ
ス
に
向
か

い
ま
す
。
時
に
は
、
集
中
し
す

ぎ
て
気
が
付
く
と
夜
が
明
け
て

い
た
と
き
も
あ
り
ま
す
。
文
化

祭
に
出
品
す
る
の
も
楽
し
み
の

ひ
と
つ
で
す
。
や
っ
ぱ
り
褒
め

ら
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

個
展
を
開
い
た
そ
う
で
す
ね

４
年
前
に
湯
田
町
商
工
会
の

音
頭
で
個
展
を
開
き
、
そ
の
時

の
芳
名
帳
は
一
番
の
宝
物
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
、
少
し
ず
つ
で

も
描
き
続
け
た
い
で
す
ね
。

心に思う色を再現
油絵に魅せられ

高橋春野さん
（上野々）

？？？

き
っ
か
け
は

母
親
が
昔
き
ゃ
っ
こ
餅
（
か

ゆ
っ
こ
餅
）
を
作
っ
て
い
た
の

で
、
自
分
で
も
作
っ
て
み
ま
し

た
。
昔
は
ど
こ
の
家
で
も
作
っ

た
も
の
で
す
。

そ
の
う
ち
販
売

し
な
い
か
と
声

を
か
け
ら
れ
、

冬
の
間
だ
ま
っ
て
る
よ
り
も
、

お
客
さ
ん
の
お
土
産
に
も
で
き

る
し
、
孫
に
何
か
一
つ
で
も
買

っ
て
や
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

も
あ
っ
て
「
か
ゆ
っ
こ
餅
」
と

し
て
平
成
７
年
こ
ろ
か
ら
出
荷

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
や
っ
て
作
る
の
で
す
か

う
る
米
と
も
ち
米
で
お
か
ゆ

を
作
る
よ
う
に
し
て
水
が
無
く

な
る
ま
で
炊
き
ま
す
。
そ
し
て

へ
ら
で
つ
ぶ
し
、
一
口
大
に
し

て
凍
ら
せ
ま
す
。
味
付
け
は
砂

糖
と
塩
で
す
。
簡
単
だ
け
ど
マ

イ
ナ
ス
の
寒
さ
で
作
業
す
る
の

が
難
儀
で
す
ね
。
寒
中
に
ス
ト

ー
ブ
も
焚
か
ず
に
作
業
し
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。

お
い
し
く
食
べ
る
に
は

か
ゆ
っ
こ
餅
は
そ
の
ま
ま
で

も
い
い
で
す
が
、
焼
い
て
も
油

で
揚
げ
て
も
お
い
し
い
で
す

よ
。今
は
お
菓
子
も
買
え
る
し
、

物
も
あ
ま
る
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

で
も
か
ゆ
っ
こ
餅
は
雪
国
な
ら

で
は
の
食
べ
物
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

■紹介者

代表　
高橋光子さん

（新町）

きっかけ
現在ぶどう座を主宰する川村光夫さん（川尻）

が中心になってぶどう座を昭和25年に創立しま
した。わたしは、川村さんの代表作の「うたよ
みざる」をみて、芝居に興味を持ち、昭和57年
ころに入りました。
演劇のおもしろさは
みんなで共同して一つの作品を作り上げるこ

とですね。ぶどう座の座員は10人ほどで、一人
で何でもしないといけない。大変だけど、逆に
何でもすることも面白さのひとつですね。
稽古はどんな感じですか
一つの芝居を仕上げるのに2から3か月ほど時

間が必要です。また、稽古は仕事が終わってか
らなので夜遅くまでやります。現在のメイン公
演は毎年銀河ホールで行われている地域演劇祭
で、そろそろ練習を始めます。
ぶどう座の方言のこだわり
川村作品は、方言を大事にし、地域の問題や

言葉も含めてそれを演劇にしていくので、方言
は切り離せません。
町に一つの劇団
町に劇団があることは

良いことで、なかったら
さびしいので、なるべく
無くしたくないと思って
います。劇をやったこと
がない人でも大歓迎です。

■紹介者
代表 田中直樹さん（川尻）

？

？

？

（ ）加工グループなどを
紹介するコーナーです

？

？

（西和賀町芸術文化協会の所属団体を紹介するコーナーです） ④
④

ぶどう座
か
ゆ
っ
こ
餅
生
産
組
合

？

！

？

④

お父さんと息子さん

！

はるの



原　　　ト　ヨ
金　子　　　壽
刈　田　　　稔
吉　田　キ　ク
照　井　フ　ミ
野　中　ツ　ナ
高　橋　與五郎
阿　部　芳　穂
石　井　カ　ヤ
柏　■　邦　三
藤 原　新三郎
中　村　　　正
北　島　隆　悦
■ 澤　愛　親

・86歳・
・91歳・
・62歳・
・82歳・
・81歳・
・85歳・
・81歳・
・77歳・
・91歳・
・77歳・
・79歳・
・81歳・
・76歳・
・81歳・

湯　本
耳　取
太　田
川　舟
芦ケ沢
川　舟
湯　本
湯　川
川　舟
湯之沢
川　舟
両　沢
新　町
桂子沢
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年金制度改正が行われます
平成16年の年金制度改正でこと
し4月1日から、年金制度の一部
が変わります。
１．70歳以上で会社に勤めてい
る場合には、老齢厚生年金の
全額または一部の額が支給停
止になる場合があります

２．65歳時点で年金を受ける必
要のない方は老齢厚生年金を
66歳以降に増額して受けられ
ます

３．遺族厚生年金制度が見直さ
れました

４．離婚時の厚生年金の分割制
度導入

５．本人の申出で年金を受け取
らないことができます

６．国民年金のことしの保険料
月額は14,100円です

問合先／年金被保険者の方は●
0570-05-1165、年金を受けている
方は●0570-07-1165、または花巻
社会保険事務所●0198-23-3351
ホームページ／

http://www.sia.go.jp/

錦秋湖マラソン出店者を募集
錦秋湖マラソン当日の会場に

出店を希望する方や団体・企業
は、会場設営やトラブルを未然
に防ぐために事前に申し込む必
要があります。当日は一切受付
しないので、希望する方は5月
10日（木）までにマラソン事務
局で手続きをしてください。
なお、会場の関係から出店希

望者が多い場合は、事務局側で
調整することがあります。
問合先／錦秋湖マラソン実行委
員会事務局（観光商工課内）
●82-3290

焼地台公園の営業を開始
焼地台公園は今月28日(土)か

ら今シーズンの営業を開始しま
す。オープン記念として28日は

ジャンボスライダーを無料開放
します。営業期間は4月～10月
までで営業日は土日祝日です
が、ゴールデンウィークや夏休
み期間中は平日でも営業します
(ただし雨天休業です)
問合先／西和賀産業公社●82-
2211

カタクリの会自然観察会参加者募集
カタクリの会（瀬川強会長）

では、次のとおり夏の渡り鳥自
然観察会を行います。参加する
方は事前に電話で申し込みが必
要です。
日時／5月20日（日）9:00～15:00
観察地／白木峠
持ち物／筆記用具、昼食、雨具、
水筒
その他／野外活動に適した服装
で参加して下さい。参加費用は
400円、参加定員は20人なので
お早めにお申し込みください
問合先／カタクリの会●82-3601

山伏線のダイヤ改正を行います
岩手県交通（株）では、5月1

日から路線バス（山伏線）の運
行時刻を次のとおり変更しま
す。今回の改正は、往路、復路
の各1本が平日のみ又は､土日･
祝祭日のみの運行となります。
路線バスを利用される際は、4
月25日に全戸配布した時刻表で
確認のうえ、ご利用ください。
山伏線の変更内容
※下の表の色つきの部分が変更
になります。

問合先／岩手県交通(株)湯本バ
スターミナル●84-2311

お悔やみ申し上げます

※掲載を希望しない事も出来ます。届け出の際に
お申し付けください。

２０

3月17日～4月15日受付分

橋　結　海
佐々木　春　優

橋　汰　紅

・男
・女
・男

弁　天
前　郷
間木野

ご誕生おめでとうございます

・ 純 ・
・泰孝・
・北斗・

ゆ　　　　う

し　ゅ　う

た　　　　く

末永くお幸せに

そ の ほ か
住民の動き

区分

件数

火災出場件数

1件
（1件）

損　害　額

調査中
（0円）

区分

件数

搬送
人員

3件
（10件）
5人

（14人）

14件
（36件）
12人
（28人）

6件
（27件）
6人

（25人）

23件
（73件）
44人
（67人）

救急出場件数

交通 急病 その他
合計

（ ）は1月からの累計

■救急

■火災

項　目
転　入
転　出
出　生
死　亡
人　口
男
女
世帯数

22
63
1
14

7,435
3,497
3,938
2,511

実　数
―
―
―
―

▲54
▲25
▲29
▲13

前月との比較

（3月末現在）

火災・救急の状況（3月分）

交通事故の状況 （3月分）

物損
実数
累計

12
（49）

7
（13）

3
（7）

0
（0）

0
（0）

負傷 人身 死亡 飲酒

（ ）は1月からの累計

橋　　　悟　　　　　北上市
菅　原　奈保子　　　　　川　尻）
橋　　　伸　　　　　前　郷

吉　田　早希子　　　　　川　舟）

高�

高�

高�

高�

高�
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湯田庁舎宿直代行者募集
町は、平成19年6月から湯田

庁舎の宿直業務を代行する方を
次のとおり募集します。
業務内容／湯田庁舎の「庁舎・
備品などの保全、外部との連絡、
庁舎監視」などの宿直業務
従事期間／平成19年6月1日～平
成20年3月31日まで
応募書類／申請書(総務課で配
布)、履歴書
応募資格／昭和12年4月2日以降
生まれ(今年度70歳まで)で健康
に自信のある方
応募締切／5月2日(水)
問合先／総務課●82-3281

6月1日は商業統計調査
6月1日、商業統計調査が全国

一斉に行われます。卸売業、小
売業を営むすべての事業所が対
象になります。
5月下旬から調査員が各事業

所にお伺いしますのでご協力を
お願いします。
問合先／企画課●82-3284

土地家屋縦覧帳簿を公開
固定資産税は、毎年1月1日現

在で所有している土地や家屋な
どの資産に課せられる税金で
す。町では、地方税法に基づき
納税者が他の土地や家屋を比べ
ることで、自分の資産の価格が
適正かどうか判断する資料とし
て固定資産税土地家屋縦覧帳簿
を公開しています。
公開期間／5月31日（木）まで
（土日祝祭日を除く）
公開時間／8:30～17:00
公開場所／税務課と総合サービ
ス課
問合先／税務課●85-3414

軽自動車税の減免制度
軽自動車税は４月１日現在の

使用者または所有者に課税され
る税金です。身体に障害のある

方は申請することで減免になる
場合があります。
◆対象の軽自動車など◆

① 障害者が所有（登録）し本
人が運転する車両②障害者また
は生計を同一にする者が所有
（登録）し、障害者のために使
用する車両③車両の構造がもっ
ぱら身体障害者などの利用に供
するための車両④公益法人が所
有し、公益のために直接専用す
るものと認める車両など（複数
車両可）

◆申請に必要な書類◆
提出書類／①軽自動車税減免申
請書（税務課または総合サービ
ス課窓口にあります。）②身体
障害者手帳③自動車運転免許証
④印鑑⑤納税通知書⑥法人の場
合は定款の写しと使用実績書
提出期限／納期限の７日前
（5月25日までに）
提出先／税務課または総合サー
ビス課
問合先／税務課●85-3414

植樹祭ボランティア参加者募集
今年の北上・和賀地区植樹祭

は西和賀町で行われます。この
植樹祭は自然愛護少年団など青
少年教育の場としての森林の活
用促進を図るとともに、森林づ
くり運動推進のための普及啓発
を目的として行われます。
これに伴い、町では植樹を手

伝ってくれるボランティアによ
る参加者を募集しています。ど
なたでも参加できます。植樹祭
に参加してみませんか。
日時／5月17日（木）10:00～
12:00
会場／貝沢小学校グラウンド前
※雨具などをご持参ください。
問合先／農林課●85-3415

医療従事者免許は役場に
今まで、保健所で行っていた

免許申請・書換えなどの受付
が、4月から役場でも行えるよ
うになりました。これは、岩手
県から町に免許申請・書換えの

事務が移譲されたためです。
申請ができる免許は『厚生労

働大臣』が交付する「医師・歯
科医師・看護師・保健師・助産
師・理学療法士・作業療法士・
歯科技工士・診療放射線技師・
臨床検査技師・衛生検査技師・
視能訓練士・薬剤師・管理栄養
士」です。
問合先／保健福祉課●85-3411

60歳代検診受検者を募集
本年度の62歳と63歳の60歳代

検診で、受検者数が当初の予定
人数に達しなかったため、今回
に限り対象者枠を拡大し、受検
希望者を再度募集します。
受検を希望する方は早めにご

連絡ください。
検診日時／4月～平成20年2月ま
での毎週火･水曜日（祝祭日を
除く）です。
場所／沢内病院
対象者／ことし4月1日現在で60
から64歳の方(昨年度この検診
を受けた方は受検できません）
募集人数／申し込みは随時行い
ますが、先着50名まで
料金／男性6,440円、女性7,440円
検診内容／基礎検査（血液検査、
心電図など）、腹部超音波検査、
がん検診、歯科健診、骨密度測
定、肺機能検査、医師の診察･
結果説明、健康教育など
申込先・問合先／沢内病院健康
推進室●85-3131

花きセンターまつり
岩手県立農業大学校では、岩

手県立花きセンターの展示実証
栽培の公開や新品種の紹介を行
うため、次の日程で花きセンタ
ーまつりを行います。
日時／4月28日（土）10:00～16:00
場所／岩手県立花きセンター
（金ヶ崎町六原頭無2-1）
内容／洋ラン講座、切り花の即
売、花づくり相談
問合先／岩手県立農業大学校花

役 場 か ら
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国や県から
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地球環境にやさしい大豆インキを使用しています古紙配合率100％再生紙を使用しています
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て に を は 今回は越中畑小、沢内中、湯田中、そして西和賀高校の入学式を見てきました。どの児童や生徒も
すがすがしく、春の息吹きを感じてきました。 （小林）

誉
たかし

くん（1歳）

両親から
「結婚8年目で授かりました。元気で素直に育
ってほしいなぁ～」

藍梨
あいり

ちゃん（1歳）

両親から
「笑顔のたえない明るく元気な子に育ってね」

早春を告げるサトイモ科ミズバショウ属のミズバショウ。
沢内村で昭和55年7月1日に天然記念物に指定しました。蛭山

から鍵沢にむかう小鍵沢に群生しているほか、貝沢や峠山などに
も群生しています。
純白の部分は花びらではなく、仏

ぶつ

炎
えん

苞
ぽう

と呼ばれています。仏炎
苞の中にある棒状のものが、いわゆる花です。
当地方では、ミズバショウを牛の小舌、オオバとも呼び、花粉

に触ると手が焼ける、熟した実はクマが好んで食べるなどと伝え
られています。

（町内の文化財を紹介するコーナーです）

■ミズバショウ（弁天地区・小鍵沢）…④

若畑
中里　　克

まさる

さん
広美さん

前郷
内記　孝洋

こうよう

さん
瞳さん

こかぎ
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